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懸 ま とめ

　本発表で は ， まず ， 筆者が 開発 した マ ル チ メ デ ィ ア 型 デ
ー タ ベ ー

ス を使 っ

て
， ク U 一ズ ド ・キ ャ プ シ ョ ン 付 き映画 で 使 わ れ る語 彙 を分析 し

， 使用 頻度

の 高 い もの を明 らか に す る
。 次 に ， 使用 頻度 の 高か っ た uh −huh と い う語 を例

に して ， 辞書 の 説明 で は発音 や 使 わ れ る状 況 が 十分 に 理解 で きな い 点 を擂摘

する 。 最後 に ，
マ ル チ メ デ ィ ア型 デ ー タ ベ ー ス を使 えば ， uh −huh とuh −uh

，
　uh −

oh ，
　mm −hmm ，

　mm −mm な ど の 語 との 違い を分 か りや す く説 明で きる こ と を ビ

デ オ で紹介 し ， 口語英語 の 教育に 映画 を利用 した マ ル チ メ デ ィ ァ型 デ ー タ

ベ ー ス が 有効で あ る こ と を論 じる
。

鬱 コ
ー パ ス 研 究

　 コ ン ピ ュ
ー タ の 処理 能力の 向上 に よ っ て 大量 の 文字 デ

ー
タ の 処理 が可 能 と

な り， 多 くの 英語研究者が コ ン ピ ュ
ー

タ を用 い た語彙分析 を行える よ うに

な っ た 。 その 研 究成果 は
， 601跏 3COB 既 D 跏 81／5h 勲 ηg 昭 8e ．研 薇 o朋 拶 な ど

の 辞書の 編纂 に も利用 され
， 英語教育に 大 き く貢献 して い る

。

　書 き言葉に つ い て は
， 現在 ， 多 くの デ ー タ が コ ン ピ ュ

ー タ で 利 用 で きる

が
， 話 し言葉 の デ

ー
タ は

，
コ ン ピ ュ

ー
タ に 入力 す るの に 時 間が か か る た め

，

不足 して い る 。 そ の た め
， 映画で 英語教育 をす る場合 に

，
どの 語彙が 重 要で

ある か に つ い て
，

デ ー タ に 基づ く分析 が 難 しい
。 多 くの 辞書が ， 使用頻度 の

高い 書 き言葉 に つ い て 解説 して い て も ， 映画 で よ く使 わ れ る 表現 に 関 して は

十分 に解説 して い ない の は
， 話 し言葉の デ

ー タ不足 が
一

因で ある と考 え られ

る Q

囎 ク ロ
ー ズ ド・キ ャ プ シ ョ ン 付 き映画 を利用 した デ

ー
タ ベ

ー
ス

　筆者が 開発 した 英 語字幕 デ ー タ ベ ー
ろ は

， 英語 の 話 し言葉 の デ
ー

タ を ク

U 一 ズ ド ・キ ャ プ シ ョ ン付 き映画か ら収集 して お り， 映画の 中で使 われ る単

語の 使用頻度の 分析 が で きる 。 現在 ， 303作品 ，
260万語 の デ

ー
タが コ ン

ピュ
ー

タ に入力で きて い る 。 英語字幕 デ
ー

タ ベ ー
ス を使 えば ， 映画 を使 っ て

口語英語の 教育 をす る際に
，

ど の 語彙が 大切で あ る か を使用頻度 に基 づ い て
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判断す る こ とが で きる の で
， 「学校 で教 える英語 は実際に は使 わ れ ない 」 な

ど とい う批 判 をか わ す こ とが で きる
。

　さら に ， こ の デ
ー

タ ベ ー
ス は

，
マ ル チ メ デ ィ ア に対応 して お り， 検索 され

た語句が使 わ れ る 場面 を レ ーザ ー デ ィ ス ク映画で 再生 し，
そ の 語句が どの よ

うな場面 で 使 わ れ
，

どの よ うに発音 され る の か を確認 で きる 。 文字デ
ー

タだ

けを登 録 した デ
ー

タ ベ ー
ス に は

， 登録単語数 が2億語 を越 え る The 　Bank　of

Engiishが ある 。 しか し ， 音声 ・映像 を再 生 で きる もの で ， そ の よ うに 多 くの

単語 を登録 した デ
ー タ ベ ー

ス は
， 開発 され て い な い 。

驫映画 での 頻出語 彙

　 『JACET 基本語4000 』 に ない 語で 映画 で 使用 頻度 の 高 か っ た もの は，　 uh ，

huh，
　hmm

，
　um

，
　uh −huhな ど の 間投詞 と

，
　 shit ，

　fuck
，
　asshole な どの タ ブ

ー語 で

あ っ た 。 そ れ 以 外 に は
，

’
cause ，

「
em

，
　ma

’

am
，
　yeah，

　anymore ，
　terrific，

　weird な ど

が多 くの 映画で 使 わ れ て い た 。

鬱uh −huhの 分析

　辞書 に は
，

uh −huhとい う語 が 同 じ綴 りで yesの 意味 とno の 意 味 を持 ち ，
2 つ

の 意味が 発音の 違 い に よ っ て 区別 され る ， とあ り ， 発音記号 に よ っ て 発音の

違 い を示 して い る 。 しか し，
こ の 語 の 発音記号 は分 か りに くく， 筆者 に は発

音の 手本 を学生 に 示す自信が な い
。 しか も

， 発音記号が 辞書 に よ っ て異 な っ

て お り，
どれ が 正 しい 発音記号 なの かが 分 か ら な い

。

　英語 字幕デ
ー

タベ ー
ス を使 っ て 調べ る と

， ク ロ ーズ ド
・キ ャ プ シ ョ ン で

は， uh −huhが yes，
　 uh −uh が no を意味 し，綴 りの 違い で 2 つ の 意味が 区別 され

て い る こ とが 分 か っ た 。

　　（1） Well，
　that　was 　pretty　great，　huh？一一　Yeah ，

　uh −huh ．

　　（2）　Everybody 　hates　me ．一一Uh −uh ，　net 　that　guy　over 　there．

さらに ， uh −huh が thank 　youに対する 返答に 使 え る とい う事実も
，

映画の 場面

で確認 で きた 。

　 　（3） Thanks．− Uh −huh ．

　ま た
，

uh −uh と類似 して い る uh −oh に つ い て は
， 説明の ない 辞 書が あ っ た

が
， 映画で は両 者が 区別 され て使 わ れ て い た。

さ らに
，

mm −h  
，

 
一mm な どの 語 も， 翻 の 違い が微妙 な儲 礎 い に

反映 され て い た 。

　辞書の 説明だ けで は
，

こ れ らの 語の 発音 と使わ れ る状況 を理 解す る こ とが

難 しい
。 英語 字幕デ ー タベ ー

ス を使 えば
，

こ れ らの 語 の 微妙な発音の 違 い だ

けで は な く， 使 わ れ る場面の 違い も映画で 確認 す る こ とが で きるの で
， 映 画

を使 っ た 口 語英 語 の 教 育 に役 立 つ
。
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JACET 語 彙 を 除
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CC 語 彙 を 除 い た

JACET 語 彙

図1 『JACET基 本語 4000』切とクロ

　 ズ ド・キャプション［2】との 比較

（4）綴りの違 い ：mm −hmm ，　uh −huh，　uh −uh ，　mm −mm ，　mm −mmm

（5）　uh −huhの 発 音記 号の 達 1，、

　（a） ［ehA ］［3］［4」

〈b） 匸紬 ん く り励 」 ［5］

（6）uh −uh の 発音記号の 違 い

　 （a）　 なし［3！

　（b）　［マ入？
〈

，

9m ？
h“

，

⊥ ・）
，

：t−　Ll 囚

　（C）　［入？A ？
．

L 二L
、

　i −L−　，］　［5｝

使用ソフ ト

　語彙使用頻度の 分析 ：MacPerl4．i．8 （free　softWare ）

　デー
タベ ース ：4th　Dlmensbn 　3．1．1J， 株式会社SRA
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